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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 218,203 5.3 5,667 △43.3 6,412 △42.3 6,761 △29.0

2024年３月期第３四半期 207,241 17.2 9,986 13.0 11,111 12.6 9,526 12.4
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 2,550百万円(△84.8％) 2024年３月期第３四半期 16,751百万円(77.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 183.54 －

2024年３月期第３四半期 258.75 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 396,652 184,085 45.7

2024年３月期 384,750 191,573 49.0
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 181,396百万円 2024年３月期 188,691百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 77.00 － 160.00 237.00

2025年３月期 － 113.00 －

2025年３月期(予想) 103.00 216.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 298,000 3.4 7,600 △44.6 7,700 △48.2 8,750 △30.0 240.08
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 38,665,226株 2024年３月期 38,665,226株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 1,819,382株 2024年３月期 1,837,409株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 36,837,373株 2024年３月期３Ｑ 36,817,371株

（注）当社は、「従業員向け株式給付信託」を導入しており、本制度に係る信託口が保有する当社株式を期末自己株
式数に含めています（2025年３月期３Ｑ 274,000株、2024年３月期 275,000株）。また、同信託口が保有す
る当社株式を期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めています（2025年３月期３Ｑ 274,357
株、2024年３月期３Ｑ 275,000株）。

※添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（義務）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・2024年11月12日に公表しました通期の業績予想及び期末の配当予想を修正しています。詳細は添付資料３ページ
「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」及び本日別途公表しました「配当
予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

・当社は、本日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の
規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議しました。「２．配当の状況」における「2025年３月期(予想)」及
び「３．2025年３月期の連結業績予想」における「１株当たり当期純利益」については、当該自己株式取得の影響
を考慮しています。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。

・決算補足資料は本日TDnetで開示するとともに、当社ホームページに掲載します。



(参考)個別業績の概要

１．2025年３月期第３四半期の個別業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）個別経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 212,617 7.6 8,316 △11.1 9,639 △13.2 8,484 △11.4

2024年３月期第３四半期 197,564 13.9 9,355 4.8 11,103 5.4 9,571 8.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 230.31 －

2024年３月期第３四半期 259.98 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 354,774 173,167 48.8

2024年３月期 342,384 180,119 52.6

(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 173,167百万円 2024年３月期 180,119百万円

２．2025年３月期の個別業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 290,000 5.7 11,600 △10.2 12,600 △15.4 11,350 △9.7 311.42

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・2024年11月12日に公表しました通期の業績予想を修正しています。詳細は添付資料３ページ「１．経営成績等の概
況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・当社は、本日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規
定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議しました。「２．2025年３月期の個別業績予想」における「１株当たり
当期純利益」については、当該自己株式取得の影響を考慮しています。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（社内調査委員会の調査結果とその影響）

当社は、2024年10月24日付の「社内調査委員会の設置に関するお知らせ」で公表しましたとおり、当社が受注した

工事において生じた費用を、当該工事で計上せず別の工事に計上(原価の付替え)した不適切な原価管理（以下、「本

事案」といいます。）が行われていたことが判明したため、事実確認、類似事案の有無の確認、原因究明及び再発防

止策の策定等を目的として、外部有識者を中心メンバーとする社内調査委員会を設置し、調査等を進めて参りまし

た。

2025年１月15日付の「社内調査委員会の調査報告書の受領及び再発防止策の策定等に関するお知らせ」で公表しま

したとおり、社内調査委員会から2025年１月15日付で調査報告書を受領しました。当社としましては、社内調査委員

会が認定した事実と原因分析に基づいた再発防止策の提言を真摯に受け止め、同日開催の取締役会において再発防止

策を決議し、併せて、経営責任を明確にするために、役員報酬の減額を決定しております。

なお、本事案の過去の連結財務諸表に与える影響は軽微であるため、過年度の有価証券報告書、四半期報告書、内

部統制報告書及び決算短信の訂正は行わないこととしております。当連結会計年度の四半期連結財務諸表に与える影

響額については「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（追加情報）

（不適切な原価管理の影響について）」をご覧ください。

株主、投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様に多大なるご迷惑とご心配をおかけしましたことを、心より深くお詫

び申し上げます。今後、当社は再発防止策を実行することにより、皆様からの信頼回復に努めて参ります。

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外景気の下振れなど、先行きに不透明感がみられるものの、

雇用・所得環境の改善や個人消費・設備投資の持ち直しが続くなど、緩やかな回復基調を辿りました。そのような中、

建設業界においては、建設投資は堅調に推移したものの、資材価格の高止まりや労務需給の逼迫等が建設コストの上

昇圧力となるなど、引き続き楽観を許さない事業環境が続きました。

当社グループ(当社及び連結子会社)においては、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期間に比べ5.3％増加

した218,203百万円となりました。損益面では、土木事業の売上総利益率が悪化したこと等により、売上総利益は同

15.5％減少した21,406百万円、営業利益は同43.3％減少した5,667百万円、経常利益は同42.3％減少した6,412百万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は同29.0％減少した6,761百万円となりました。

なお、2024年７月19日に連結子会社である石狩バイオエナジー（同）の発電施設において爆発事故が発生したため、

同社は商業運転を停止し、再稼働までの期間が長期化する見込みとなったことから、ヘッジ会計の適用を中止するこ

ととなり、当第３四半期連結累計期間においては、営業外収益に同社の為替予約評価益を計上しています。詳細は

2025年１月14日に公表しました「営業外収益（為替予約評価益）の計上に関するお知らせ」をご覧ください。

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

(土木事業)

受注高は前年同期間に比べ77.3％増加した111,335百万円、売上高は同3.5％減少した71,841百万円、営業利益は同

67.4％減少した2,090百万円となりました。営業利益の減少は、特定の国内大型工事において、当初計画していた施工

方法の変更を余儀なくされ、施工効率の悪化や天候不順等が複合的に影響し工程を見直したことに加え、建設資機材

価格や労務費が高騰していること等により見積総原価が増大し、原価低減や追加工事の獲得が追い付かず、現時点で

は損益改善の見通しが立たないため多額の損失を計上することになったこと等によるものです。

(建築事業)

受注高は前年同期間に比べ64.7％減少した59,626百万円、売上高は同15.1％増加した136,439百万円、営業利益は同

351.9％増加した4,630百万円となりました。営業利益の増加は、売上高の増加に加え、前期からの繰越工事における

追加工事の獲得や原価低減による売上総利益率の改善等によるものです。

(投資開発事業)

売上高は前年同期間に比べ38.7％減少した6,374百万円、営業損失は1,344百万円（前年同期間は2,046百万円の営業

利益）となりました。営業利益の減少は、連結子会社である石狩バイオエナジー（同）の商業運転停止に伴う売上高

の減少、爆発事故の原因究明のための調査費用や発電施設の維持管理費用等の発生等によるものです。

(その他)

売上高は前年同期間に比べ7.6％減少した3,548百万円、営業利益は同46.1％減少した257百万円となりました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

(資産)

現金預金や投資有価証券が減少しましたが、受取手形・完成工事未収入金等が増加したこと等により、前連結会計

年度末に比べ11,902百万円増加した396,652百万円となりました。

(負債)

短期借入金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ19,390百万円増加した212,567百万円となりました。

(純資産)

配当金の支払い等により利益剰余金が減少したことや、その他有価証券評価差額金が減少したこと等により、前連

結会計年度末に比べ7,488百万円減少した184,085百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間までの状況及び今後の見通し等を勘案したうえで、2024年11月12日に公表しました通期

の業績予想を以下のとおり修正するとともに、期末の配当予想も修正しています。（配当予想の修正理由等について

は、本日別途公表しました「配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。）

（個別業績予想）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 288,200 10,600 11,600 10,650 289.04

今回修正予想(Ｂ) 290,000 11,600 12,600 11,350 311.42

増減額(Ｂ-Ａ) 1,800 1,000 1,000 700

増減率(％) 0.6 9.4 8.6 6.6

土木事業における追加工事の獲得等により、売上高は1,800百万円、営業利益は1,000百万円、経常利益は1,000百万

円、当期純利益は700百万円、それぞれ前回発表予想を上回る見込みです。

（連結業績予想）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 296,000 7,400 7,500 8,550 232.05

今回修正予想(Ｂ) 298,000 7,600 7,700 8,750 240.08

増減額(Ｂ-Ａ) 2,000 200 200 200

増減率(％) 0.7 2.7 2.7 2.3

個別業績予想の修正に加えて、連結子会社である石狩バイオエナジー（同）の当第３四半期連結累計期間までの状

況等を勘案した結果、売上高は2,000百万円、営業利益は200百万円、経常利益は200百万円、親会社株主に帰属する当

期純利益は200百万円、それぞれ前回発表予想を上回る見込みです。

なお、連結業績予想における営業外損益には、ヘッジ会計の適用を中止することとなった同社が計上する為替予約

評価損益を織り込んでいません。今後、当社の連結業績は為替相場等の動向に大きく影響を受ける可能性がありま

す。

今回修正した業績予想については、本日別途公表しました「2025年３月期第３四半期決算補足資料」も併せてご覧

ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 30,248 21,056

受取手形・完成工事未収入金等 172,323 189,395

販売用不動産 933 574

未成工事支出金 3,695 5,201

投資開発事業等支出金 1,960 2,274

仕掛品 926 1,469

材料貯蔵品 582 659

その他 9,937 16,042

貸倒引当金 △189 △197

流動資産合計 220,418 236,475

固定資産

有形固定資産

土地 35,149 36,296

その他（純額） 40,326 40,483

有形固定資産合計 75,476 76,779

無形固定資産

のれん 348 326

その他 1,457 1,449

無形固定資産合計 1,806 1,775

投資その他の資産

投資有価証券 68,732 59,291

退職給付に係る資産 5,525 5,467

その他 14,722 18,784

貸倒引当金 △1,930 △1,921

投資その他の資産合計 87,049 81,621

固定資産合計 164,332 160,176

資産合計 384,750 396,652



㈱奥村組（1833）2025年３月期 第３四半期決算短信

― 5 ―

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 52,074 53,454

短期借入金 16,701 44,901

未払法人税等 3,385 1,334

未成工事受入金 19,161 11,909

引当金 4,307 2,238

工事損失引当金 859 2,317

資産除去債務 86 -

その他 49,791 50,489

流動負債合計 146,367 166,644

固定負債

長期借入金 5,108 5,007

ノンリコース借入金 22,333 21,398

引当金 150 299

資産除去債務 393 479

その他 18,823 18,737

固定負債合計 46,809 45,922

負債合計 193,176 212,567

純資産の部

株主資本

資本金 19,838 19,838

資本剰余金 26,466 26,510

利益剰余金 107,684 104,315

自己株式 △5,316 △5,268

株主資本合計 148,673 145,396

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 34,976 29,622

繰延ヘッジ損益 3,840 5,380

退職給付に係る調整累計額 1,201 996

その他の包括利益累計額合計 40,017 35,999

非支配株主持分 2,882 2,689

純資産合計 191,573 184,085

負債純資産合計 384,750 396,652
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高

完成工事高 193,007 208,281

投資開発事業等売上高 14,233 9,922

売上高合計 207,241 218,203

売上原価

完成工事原価 171,243 187,240

投資開発事業等売上原価 10,667 9,557

売上原価合計 181,911 196,797

売上総利益

完成工事総利益 21,763 21,040

投資開発事業等総利益 3,566 365

売上総利益合計 25,330 21,406

販売費及び一般管理費 15,343 15,738

営業利益 9,986 5,667

営業外収益

受取利息 59 68

受取配当金 1,202 1,337

為替予約評価益 - 63

その他 351 307

営業外収益合計 1,614 1,776

営業外費用

支払利息 445 558

その他 44 472

営業外費用合計 489 1,031

経常利益 11,111 6,412

特別利益

投資有価証券売却益 2,747 3,457

その他 610 0

特別利益合計 3,357 3,458

特別損失

固定資産除却損 493 296

その他 - 49

特別損失合計 493 345

税金等調整前四半期純利益 13,974 9,524

法人税、住民税及び事業税 3,733 3,711

法人税等調整額 962 785

法人税等合計 4,695 4,496

四半期純利益 9,278 5,028

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △247 △1,733

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,526 6,761
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 9,278 5,028

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,279 △5,353

繰延ヘッジ損益 2,393 3,080

退職給付に係る調整額 △200 △204

その他の包括利益合計 7,472 △2,477

四半期包括利益 16,751 2,550

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 15,802 2,743

非支配株主に係る四半期包括利益 949 △192
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

当社の四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条

第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しています。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木事業 建築事業 投資開発事業 計

売上高

外部顧客への売上高 74,480 118,527 10,391 203,399 3,841 207,241 － 207,241

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 27 27 1,653 1,681 △1,681 －

計 74,480 118,527 10,419 203,427 5,495 208,923 △1,681 207,241

セグメント利益 6,420 1,024 2,046 9,491 478 9,969 16 9,986

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の製造及び販売に

関する事業等を含んでいます。

２ セグメント利益の調整額16百万円はセグメント間取引消去等です。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木事業 建築事業 投資開発事業 計

売上高

外部顧客への売上高 71,841 136,439 6,374 214,655 3,548 218,203 － 218,203

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 27 27 1,052 1,079 △1,079 －

計 71,841 136,439 6,402 214,683 4,600 219,283 △1,079 218,203

セグメント利益
又は損失（△）

2,090 4,630 △1,344 5,375 257 5,633 33 5,667

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の製造及び販売に

関する事業等を含んでいます。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額33百万円はセグメント間取引消去等です。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん

の償却額は、次のとおりです。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 3,231百万円 3,019百万円

のれんの償却額 22 22

（追加情報）

（不適切な原価管理の影響について）

当社が受注した工事において生じた費用を、当該工事で計上せず別の工事に計上(原価の付替え)した不適切な

原価管理が行われていたことについて、社内調査委員会から2025年１月15日付で調査報告書を受領しました。

原価の付替えに係る売上高、売上原価等への計上額について、過年度及び当第３四半期連結累計期間における連

結財務諸表に与える影響を検討した結果、その影響は軽微と判断したため、遡及修正は行わず、当連結会計年度の

四半期連結財務諸表にて処理しております。

（財務制限条項）

連結子会社である石狩バイオエナジー（同）のノンリコース借入金において、財務制限条項への抵触が確認され

ました。当社は、同社に対して、資金繰り支援のため追加の融資契約を締結しており、債権者から期限の利益喪失

に関わる条項の権利行使は受けていません。

（重要な後発事象）

自己株式の取得

当社は、本日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の

規定に基づき、次のとおり自己株式取得に係る事項を決議しました。

１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を通じて、株主還元の充実と資本効率の向上を図るため。

２．取得に係る事項の内容

（１）取得対象株式の種類 当社普通株式

（２）取得し得る株式の総数 1,000,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.71％）

（３）株式の取得価額の総額 5,000,000,000円（上限）

（４）取得期間 2025年２月13日～2025年６月30日

（５）取得方法 東京証券取引所における市場買付
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月12日

株式会社 奥村組

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 トーマツ

大阪事務所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 田 明

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 城 卓 男

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社奥村組の2024年4月1日から2025年3月31日ま

での連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2024年10月1日から2024年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間

（2024年4月1日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含

まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ

ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関す

る会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠し

て作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、

又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限

定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手し

た証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １ 上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。


